


































































droit de la failite fran写aiset le Japon」（『Bicentenairedu Code de Commerce 1807-
2007.l , Dalloz），「フランスの取締役倒産責任と商事裁判所」（国際商事法務），
「フランスの法学教育論争」（広島法科大学院論集），「ロエスレル商法草案に
おける仲裁人とフランスの仲裁報告人J（広島法科大学院論集），「金融規制に
関する国内法と欧州法の対立j(Business Law Journal），「2008年フランス債
務整理法改正の意義」（広島法学），「欧州法上の会社本店の移動」（Business
Law Journal），「憲法裁判所と欧州司法裁判所」（広島法学），「フイデュシーと
信託J（日仏法学）．「フランスにおける倒産法の改正の動き」（国際商事法務），
「17世紀のリヨンの手形交換所規則」（広島法学），「フランス仲裁法の二元主
義」（慶麿法学），「フランスの経済的理由による解雇をめぐる争ぃ」（NBL),
「1539年のヴイレル・コトゥレ王令についてJ（広島法学），「欧州連合加盟国
において販売承認を得た医薬品の保護証明書申請をめぐる事件」（NBL),
「2014年のフランス倒産法改正」（国際商事法務），「欧州競争法におけるカル
14 
テル事業者の親会社の責任」（NBL)などのご論文があるほか，英仏の通訳レ
ベルの語学力を生かした多数の翻訳のご業績がある。
ご定年のためとはいえ，このように広範かつ深い学識と実務経験をお持ち
の先生から，親しくご教授を受けることができなくなることは，本学の学部・
大学院の学生，教員のみならず，公開講座の熱心な聴衆にとっても大いなる
損失である。可能であれば，まだまだお元気な先生に，今後もご講義，ご講
演をお願いしたいと思うのは私だけではないであろう。
とはいえ，長年にわたる単身赴任で，小梁先生またご家族には，公私にわ
たって様々なご不便をお掛けしてきたであろうことは想像に難くない。先生
には， 4月以降，これまでの教育・会議等の重いご負担から解放され，ご自
宅のある東京さらには外国で，一層ご活躍されることをご期待申し上げたい。
